
８
月
２
日
、
新
福
田
内
閣
の
顔
ぶ
れ
が
、
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
内
閣
の
大
き
な
特
徴
は
…
、

「
国
際
社
会
と
強
調
し
て
『
テ
ロ

と
の
闘
い
』
に
取
り
組
む
」
、
「
関

係
国
が
大
き
な
犠
牲
を
払
っ
て
お
り
、

無
視
で
き
な
い
」

福
田
首
相
は
、
改
造
早
々
、
米
国

の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
支
援
の
た

め
に
、
イ
ン
ド
洋
に
自
衛
隊
を
派
兵

す
る
新
テ
ロ
特
措
法
（
来
年
１
月
で

期
限
切
れ
）
の
延
長
に
強
い
意
欲
を

見
せ
ま
し
た
。

初
入
閣
の
林
芳
正
防
衛
相
も
民
放

番
組
で
、
「
（
新
テ
ロ
特
措
法
が
）

な
ぜ
必
要
か
を
説

明
し
て
、
国
民
の

理
解
を
得
る
準
備

を
し
っ
か
り
や
る
」

と
述
べ
、
臨
時
国

会
へ
の
延
長
法
案

の
提
出
に
意
欲
を

示
し
ま
し
た
。

福
田
首
相
が
、

昨
年
9
月
の
就
任

後
、
真
っ
先
に
取
り
組
ん
だ
の
も
、

同
派
兵
法
の
延
長
で
し
た
。

し
か
し
、
ア
フ
ガ
ン
で
の
米
軍
の

掃
討
作
戦
は
、
罪
の
な
い
市
民
を
殺

戮
し
「
テ
ロ
根
絶
」
に
も
逆
行
。
戦

争
開
始
か
ら
７
年
、
治
安
は
最
悪
と

な
っ
て
い
ま
す
。
泥
沼
の
戦
争
に
日

本
国
民
を
引
き
ず
り
込
む
こ
と
は
許

せ
ま
せ
ん
。

福
田
首
相
は
、
７
月
６
日
の
ブ
ッ

シ
ュ
大
統
領
と
の
首
脳
会
談
後
、

「
日
米
同
盟
を
い
っ
そ
う
強
化
し
て

い
く
こ
と
で
一
致
し
た
」
と
述
べ
、

戦
争
支
援
を
継
続
使
用
と
し
て
い
る

の
で
す
。
「
国
民
の
目
線
」
ど
こ
ろ

か
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
内
閣
で
す
。

ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
の
派
兵
継
続

に
国
民
は
批
判
を
強
め
て
い
ま
す
。

福
田
首
相
は
も
と
よ
り
、
自
民
・

公
明
の
与
党
は
、
国
民
の
批
判
を
強

く
恐
れ
て
い
ま
す
。
「
改
憲
」
を
公

約
に
掲
げ
た
安
倍
内
閣
が
参
議
院
選

挙
で
歴
史
的
惨
敗
を
し
た
同
じ
轍
を

踏
む
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
の
で
す
。

福
田
首
相
が
、
か
つ
て
言
っ
て
い

た
「
自
衛
隊
派
兵
恒
久
法
」
は
現
在
、

表
に
出
て
き
て
い
ま
せ
ん
。

国
民
世
論
が
政
治
を
動
か
し
て
い

ま
す
。
憲
法
９
条

守
れ
、
新
テ
ロ
特

措
法
延
長
反
対
、

恒
久
派
兵
法
反
対

の
声
を
さ
ら
に
強

く
し
ま
し
ょ
う
。

自民党の新幹事長

麻生太郎氏はどんな人物

筋金入りの「改憲」靖国派

改憲右翼団体

の日本会議国会

議員懇談会顧問・

前会長という改

憲・「靖国」派。天皇の靖国神

社参拝が持論。

「（創氏改名は朝鮮人が）名

字をくれと言ったのが始まりだ」

と過去の侵略戦争を正当化する

暴言を繰り返してきました。

今回の幹事長就任について、

韓国メディアは一斉に警戒感を

強めています。

故吉田茂首相の孫

京都自治労連・京教組 08.08



米
海
軍
は
一
日
、
米
原
子
力
潜

水
艦
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
が
今
年
３

～
４
月
に
長
崎
県
佐
世
保
基
地

に
寄
港
し
た
際
に
、
艦
内
か
ら

放
射
性
物
質
を
含
む
水
を
も
ら

し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
放
射

能
漏
れ
は
「
数
ヶ
月
に
及
ぶ
」

も
の
で
す
。

吹
き
飛
ん
だ

「
安
全
神
話
」

こ
れ
ま
で
米
政
府
は
、
何
の

根
拠
も
な
く
「
米
原
子
力
艦
船

は
安
全
だ
」
と
勝
手
な
「
安
全

神
話
」
を
振
り
ま
い
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
放
射
能
を
垂
れ

流
し
て
い
た
こ
と
を
米
政
府
自

ら
が
認
め
た
こ
と
は
、
「
安
全

神
話
」
が
吹
き
飛
ん
だ
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。

通
報
も
遅
れ
る

今
回
の
事
故
で
は
、
通
報
の

遅
れ
も
重
大
。
米
政
府
が
日
本

に
通
報
し
た
の
は
、
異
常
発
覚

後
２
週
間
、
放
射
能
漏
れ
を
検

出
し
て
か
ら
で
も
１
週
間
後
で

す
。
さ
ら
に
政
府
は
、
ア
メ
リ

カ
に
抗
議
す
ら
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
日
米
政
府
は
、
直
ち
に
事

故
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
べ
き

で
す
。

原
子
力
空
母
配
備
に

反
対
し
よ
う

米
政
府
は
、
９
月
末
に
、
米

原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ

ン
ト
ン
を
横
須
賀
配
備
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
同
艦
は
、
火

災
事
故
を
起
こ
し
た
ば
か
り
。

横
須
賀
が
母
港
に
な
れ
ば
、
核

事
故
の
危
険
は
原
潜
の
比
で
は

な
く
増
大
し
ま
す
。
原
子
力
空

母
の
横
須
賀
配
備
反
対
の
声
を

強
め
ま
し
ょ
う
。

米
海
軍
は
一
日
、
米
原
子
力
潜
水
艦
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
が
今

年
３
～
４
月
に
長
崎
県
佐
世
保
基
地
に
寄
港
し
た
際
に
、

艦
内
か
ら
放
射
性
物
質
を
含
む
水
を
も
ら
し
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
放
射
能
漏
れ
は

「
数
ヶ
月
に
及
ぶ
」
も
の
で
す
。

２
０
０
８
年
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
、

８
月
２
日
か
ら
９
日
ま
で
、
広
島
、
長
崎
で

開
催
さ
れ
、
広
島
大
会
に
は
外
国
代
表
も
含

め
、
６
８
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
の
世
界
大
会
は
、
２
０
１
０
年
に
開

催
さ
れ
る
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検

討
会
議
に
向
け
て
運
動
を
強
め
よ
う
と
活
発

な
討
論
が
行
わ
れ
、
核
兵
器
廃
絶
へ
大
き
な

意
義
あ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

世
界
大
会
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
ま

で
の
２
０
ヶ
月
間
を
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

を
共
通
目
標
と
す
る
全
世
界
的
な
行
動
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
提
唱
し
、
核
廃
絶
を
求
め
る
署
名

運
動
を
軸
に
、
多
彩
で
創
意
あ
ふ
れ
る
と
り

く
み
に
よ
っ
て

世
界
を
つ
な
ぐ
、

国
際
共
同
行
動

繰
り
広
げ
る
こ

と
を
確
認
し
ま

し
た
。

京都自治労連・京教組 08.08

原子力空母母港化に反対する３万人集会 ７月１３日


